
R8 NEXT  STEP工房キックオフガイダンス 

 

日時：令和 8年 5月 12日（火）17：00～ 

場所：学生センターB棟 GB32 

 

次第： 

１．各種ご案内 

 ①盛岡市共創解決型事業「One+」 （盛岡市共同研究員 千葉） 

 ②滝沢ミライプロジェクト （株式会社イノベーションラボ岩手 小綿） 

 ③5月 14日(木)開催 

社会に届く、伝え方を学ぼう広報基礎講座＆プレスリリース作成ワークショップ 

 

２．認定団体専用ポータルサイトおよびチャット（Teams）の試行運用開始 

 

３．NEXT  STEP工房の概要・認定団体支援内容 

 

 

※本資料は、岩手大学 NEXT  STEP工房 HPにも掲載しています 
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盛岡市・岩手大学 地域課題解決共創事業 

『One+（ワンプラス）』募集要項 

 

１ 概要 

盛岡市と岩手大学は、地域課題に取り組む人材の育成を目的として、学生団体やプロジェ

クト（以下、「団体等」という。）の支援のため、地域課題解決共創事業『One+（ワンプラス）』

を実施します。 

この事業では、最大 20万円の活動費支援を通じて、盛岡市の地域活性化や産業振興に貢献

する団体等を支援します。 

 

２ 申請要件 

次の要件を満たす団体等の申請を受け付けます。 

(1) 岩手大学に在籍する学生を主として構成する団体等であること 

(2) 取り組むテーマが盛岡市の地域活性化や産業振興に貢献するプロジェクトであること、

または特定テーマに合致するプロジェクトであること 

※テーマは「一般テーマ型（自由提案型）」と「特定テーマ型」のいずれかを選択すること 

 

【一般テーマ型（自由提案型）】 

テーマ 概 要 

盛岡市の地域活性化や産業振興に貢

献するプロジェクトの提案 

学生の視点から自由に提案されたアイデアに基づい

て、テーマに関する新たなプロジェクトを実施するも

の 

【特定テーマ型】 

  ※各テーマの詳細は、別紙の特定テーマ申請書の内容をご参照ください。 

 テーマ 市担当部局 

① 「ガクチカ」は、まちで育つ。 

～まちで遊び、学び、つながる大学越境学生プラットフォームの試み～ 

総務部管財課 

新市庁舎整備室 

② 学生の視点で再発見！JR山田線の魅力と可能性 建設部 

交通政策課 ③ みんなが支える公共交通 ～支える側に回ってみた～ 

④ 「映画の街盛岡」を盛り上げよう！ 商工労働部 

経済企画課 ⑤ ゆかたで盛岡まちなかを遊び尽そう！ 

～回遊型ゆかたフェス拡張プロジェクト～ 

⑥ “行きたくなる手づくり村”SNS・デジタル戦略プロジェクト 商工労働部 

ものづくり推進課 

 



 

３ 教職員等による活動支援について 

活動の円滑な推進のため、岩手大学教職員、盛岡市職員及び盛岡市共同研究員が運営チ

ームとしてサポートします。 

また、必要に応じ、盛岡市が実施する各事業の概要や制度、関係施策等に関するセミナ

ーやワークショップ等を実施します。 

 

４ 申請方法 

申請期限：５月 29日（金）17時 

別紙申請書に必要事項を記入し、kyoso@iwate-u.ac.jpへ提出してください。 

申請に関して不明な点や相談がある場合、岩手大学地域協創教育課までご連絡ください。 

また、申請の際は次の点に注意してください。 

・支援対象期間は令和８年３月末までとする。 

・申請金額の上限は 20万円とする。 

・活動計画に具体性があり、経費の使途が妥当であることを必須とする。 

 

５ 審査・採択 

提出された申請書により審査（必要に応じてヒアリング）を行い、６月上旬に結果を申

請団体等代表者のメールアドレスに通知します。 

  採択件数は予算の範囲内で採択するものとします。 

採択された団体等には、活動費（上限 20万円）を支援します。活動終了後に報告書（様

式等は後日連絡）を提出いただきます。 

 

６ 採択後のスケジュール（予定） 

実施時期 実施内容 

R8 ８月上旬 キックオフミーティング・活動開始 

11月 活動中間報告会 

R9 ２～３月 活動成果報告会 

  ※ 上記の他、団体等と運営チームとで、活動の進捗状況確認や困り事への相談に関す

るミーティングを実施予定です。（月１回程度） 

 

７ 活動費 

(1) 活動費による物品等購入の支払いは、岩手大学学務課地域協創教育課を通して行いま

す。詳しくは採択後にお知らせします。 

(2) 活動費は採択日以降に使用が可能となります。採択日前に購入したものについては、

経費の対象となりませんので、ご注意願います。 

mailto:kyoso@iwate-u.ac.jp


 

(3) 活動費は飲食、県外への旅費、単価が税込 10万円以上の物品購入、物品等販売などの

収益事業には使用できません。物品等販売などの収益事業を含む計画を申請しようとし

ている場合は、事前に事務局に相談してください。 

(4) 税込 10万円以下でも、換金性の高い物品を購入する場合は、事前に事務局に相談して

ください（事業終了後に事務局に当該物品を返納いただく場合があります）。詳しくは採

択後にお知らせします。 

 

８ 留意事項 

(1) 配分された予算を使い、学生のみで自家用車・レンタカーで移動することは禁止しま

す。 

(2) 採択された団体等の岩手大学所属学生は学生教育研究災害傷害保険（学研災）、学研災

付帯賠償責任保険（学研賠）等への加入を必須とします。他大学学生、地域住民は自己

の責任で保険に加入した上で、事業に参加するようにしてください。 

 

９ 申請書提出先・問い合わせ先 

  岩手大学地域協創教育課 馬場 

kyoso@iwate-u.ac.jp 内線：6633 

mailto:kyoso@iwate-u.ac.jp


主催 滝沢市（若者活躍推進室） 運営・お問合せ
株式会社イノベーションラボ岩手
info@iliwate.co.jp / 019-656-1887（平日9:00～18:00）

エントリーはこちらから！
右記QRコードのフォームより必要事項を記入の上、エントリーください。

Entry!

プロジェクトは、以下の4つのフェーズを
通して、あなたの「やってみたい」を
カタチにしていきます。詳細は裏面を確認！

スケジュール

滝沢を巡るイベントへの参加や、
仲間づくりを進めながら情報をイン
プット。アイデアの種を見つけ、地域
の課題への理解を深めるフェーズ。

交流・滝沢体験

最初の交流
イベントは

520水

まずはインプット

志を共にするメンバーとチームを
結成し、具体的なプロジェクトとして
設計。

作成した計画をもとに、実際にアク
ションを起こすフェーズ。メンターが
伴走し、挑戦をサポート！

これまでの活動成果をプレゼンテー
ションし、経験を共有。次のチャレ
ンジのきっかけづくりにも！

滝沢ミライ
プロジェクトの
情報はこちらから

1

実践・伴走支援
やってみる3 チャレンジ発表

挑戦を共有する4

プロジェクトチームの
形成・企画化

アイデアを形にする2

滝沢ミライプロジェクトは、滝沢市を舞台に、「やってみたい」をカタチにする実践型
プログラムです。地域のヒト・コト・モノを体験しながら、仲間とアイデアを磨き、
プロジェクトとして挑戦します。最後には地域へ想いと成果を発表し、次の一歩に
つなげます。地域とつながり、自分らしく活躍する場を一緒につくりませんか？

1DAYイベント複数回5月～

自分のペースで活動9月～ 1DAYイベント実践活動終了後！

集中講座形式7月～

若者×滝沢×チャレンジ

2026

TAKIZAWA MIRAI PROJECT

どんな 
プロジェクト
？

？
？

プロジェクトを通じて得られるコト

一生モノの「ガクチカ」になる
ゼロから企画し実行する経験はどんな
ところでも語れる確かな実績に！

仲間・大人と繋がる
学校の枠を越えて色んな人と出会う
経験があなたの価値観を広げる！

君の未来につながる経験づくり
企画力、対話力、チームで取り組む力
などは一生モノのチカラ！

「モヤモヤ」を言葉に
やりたいことが曖昧でも大丈夫。
メンターが思考の言語化をサポート！

こんな人におすすめ

何か新しいことをやってみたい

友達やつながりを増やしたい

大学の外での活動もちょっと気になる

学生なら
誰でもＯＫ

対象者
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ポータルサイトとチャット（Teams）の運用開始について 

 

 

 

↓ポータルサイト画面（認定団体メーリングリスト参加者が閲覧可能） 

 

 

NEXT  STEP 工房では、令和 8 年度から、Microsoft Teams を活用し、認定団体と NEXT  STEP工房運営チ



ームの連絡・情報共有を行います。 

原則として、職員への連絡は Teams上で行う運用とします。 

 

 
 

1．チーム・チャンネルの構成 

グループごとに 1チャンネルを作成します 

各チャンネルには、該当するグループの職員が参加します 

※ グループごとのやり取りを集約し、情報の漏れ・見落としを防ぐことを目的としています。 

 

2．職員への連絡・情報共有・支援事業の申請等について 

職員への連絡事項や共有事項は、原則として Teams（各グループのチャンネル）で行います 

支援事業の申請方法は、別ページ（支援事業欄）をご確認ください。 

個別チャットでの連絡は、必要最小限にとどめてください 

 

3．個別相談・共有できない内容について 

以下のような内容については、Teamsではなく相談フォーム等をご利用ください。 

 

個人的な相談事項 

グループ内での共有が適切でない内容 

守秘性・配慮が必要な相談 

※ 共有可能な内容は Teams、共有できない内容は相談フォームと使い分けることで、円滑で安心な運用

を目指します。 

 



4．運用の目的 

本運用は、 

 

連絡手段の一本化 

情報共有の透明性向上 

作業の増加・属人化の防止 

を目的としています。 

Teamsと相談フォームを適切に使い分けながら、ご協力をお願いします。 

  



NEXTSTEP工房の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



支援内容 

・物品購入・旅費・謝金の手続き 

※本支援は、活動費支援事業採択団体向けに行っているものです。 

 

NEXT STEP 工房では、学生団体の活動に必要な物品購入・旅費・謝金 の支援申請を受け付けています。 

手続きの前に、まず「会計の手引き」 を必ずお読みください。 

 

提出・連絡等はすべて Teams の団体チャットで行います。 

※ 本ページでは手続き方法と様式をまとめています。 

 

令和 8年度版会計の手引き 

 

20260401_会計の手引き 

      【1. 物品購入申請】 

    手続き方法 

①計画書の提出 

以下のテンプレートをコピーし、団体専用 Teams チャットに貼り付けて提出してください。 

（納期をご確認ください） 

 

②承認・納品 

承認連絡ののち、納品されましたら、チャットでご連絡します。 

（地域協創教育課で受け渡し） 

 

           提出テンプレ（コピペ用） 

【物品購入申請】 

● 団体名： 

● 申請者： 

● 購入品名： 

● 金額： 

● 購入理由・目的： 

● 購入 URL： 

    注意事項 

目的は具体的に書いてください 

モノタロウ・アスクルを推奨します（URLを記載してください） 

運営チームで購入が妥当でないと判断される場合は差戻しになります 

          【2. 役務申請】 

    手続き方法 

①申請の提出 



以下のテンプレートをコピーし、団体専用 Teams チャットに貼り付けて提出してください。 

※見積書も必要です。事前に業者に依頼内容を伝えて、見積書を徴取してださい。 

 

※バスの借上げの場合は、ご自身で任意の業者（岩手県北バス、岩手県交通）に仮予約のうえ、見積書を

提出してください。 

 

②承認・実施 

承認連絡しますので、依頼先へ発注してください。 

（地域協創教育課で受け渡し） 

 

実施されましたら見積書・請求書・業務完了報告書（いずれも原本）を地域協創教育課へ提出してくださ

い。 

 

           提出テンプレ（コピペ用） 

【役務申請】 

● 団体名： 

● 申請者： 

● 活動名： 

● 役務契約内容： 

 （例：〇月〇日のイベントにおける貸切バス借上げ） 

● 利用日（期間）： 

● 利用場所： 

● 利用人数（対象）： 

● 業者名： 

● 見積金額： 

● 利用理由・必要性： 

● 添付資料：見積書・行程表をチャットに添付してください 

 

    注意事項 

・役務内容によっては、契約手続きが必要となり、時間がかかります 

・日程が迫っている場合、対応できないことがあります 

        【３. 旅費（交通費）申請】 

    手続き方法 

①実施計画書の提出 

以下の様式をダウンロードし、記入後、団体専用 Teams チャットにファイルを添付して提出してくださ

い。 

  

②承認 



地域協創教育課から承認連絡 

 

③実施・実施報告書の提出 

実施完了１週間以内に、以下の様式をダウンロードし、記入後、 

団体専用 Teams チャットにファイルを添付して提出してください 

 

    提出時の注意 

行程（出発・到着、交通手段）を明確に 

公共交通機関利用が基本 

      様式ダウンロード 

 

01_【記載例】実施計画書（旅費） 

 

02_【記載例】実施報告書（旅費） 

           【４. 謝金申請】 

    手続き方法 

①実施計画書の提出 

以下の様式をダウンロードし、記入後、団体専用 Teams チャットにファイルを添付して提出してくださ

い。 

  

②承認 

地域協創教育課から承認連絡 

 

③実施・実施報告書の提出 

実施完了１週間以内に、以下の様式をダウンロードし、記入後、団体専用 Teams チャットにファイルを

添付して提出してください 

 

    注意事項 

実費ではなく 労務対価の扱いになるため、事情により支出できない場合もあります 

個人情報の扱いに注意 

 

・印刷依頼 

NEXT STEP 工房では、学生団体の活動に必要なチラシ・資料等の印刷支援を行っています。 

 

印刷機器の予約・調整が必要なため、用紙サイズ・部数によって提出期限が異なります。 

必ず以下の内容を確認のうえ、余裕をもって依頼してください。 

 

印刷依頼はすべて Teams の団体専用チャットで行います。本ページは、依頼方法とルールをまとめた案



内ページです。 

 

        【依頼期限（重要）】 

✅ A4・A3サイズ／100枚程度以内 

使用予定日の【3日前まで】 

 

✅ 上記以外（以下に該当する場合） 

使用予定日の【1週間前まで】 

 

    提出方法 

以下のテンプレートをコピーし、団体専用 Teams チャットに貼り付けて依頼してください。 

 

           【印刷依頼テンプレート（コピペ用）】 

【印刷依頼】 

● 団体名： 

● 担当者： 

● 印刷物の名称： 

● 用紙サイズ：（A4 / A3 など） 

● 印刷部数： 

● 両面・片面： 

● 使用予定日： 

● 利用目的： 

● 添付ファイル：印刷用 PDFをチャットに添付 

      【添付データについて】 

PDF 形式で提出してください 

文字切れ・余白・色味は事前に確認してください 

Word / PowerPoint のままの提出は原則不可 

修正が必要な場合は、職員から差戻します 

品質を求める場合は印刷業者へ依頼してください 

活動費支援事業で支出可能です（ラクスルや他業者） 

 

     【注意事項】 

締切直前の修正・差替えは対応できない場合があります 

必要最低限の印刷にしてください（学内でも節約しています） 

公序良俗に反する内容、営利目的等活動から逸脱している内容の印刷は不可 

運営チームでの印刷が適切でないと判断される場合、依頼をお断りすることがあります 

 

           【印刷物の受け取り】 



印刷完了後、地域協創教育課での手渡しとなります（チャットで連絡します） 

 

・部屋貸出（B棟 306室・307室） 

NEXT STEP工房では、学生センターB棟 3階の共通部屋（306室） を団体の打合せ等に利用することがで

きます。 

部屋の利用・予約にあたっては、専用のルールに基づき Google カレンダーで管理しています。 

 

予約操作ができるのは、事前に権限付与を受けた団体担当者のみです。 

本ページでは、利用方法・申請の流れ・注意事項をまとめています。 

 

     【利用の手引き（必読）】 

まず、以下の PDF「利用の手引き」 を必ず確認してください。 

★学生センターB棟 3階部屋 予約ルール＿20250521 

 

       【利用できる部屋】 

学生センターB棟 3階 306室 

利用目的 原則：学内打合せ 

打合せ以外で使用する場合は、事前に所管部署（地域協創教育課）へ相談が必要です 

 

     【予約できる人】 

NEXT STEP工房または学内カンパニーに登録している団体 

予約権限を付与された団体担当者 

1団体あたり最大 2名まで 

 

        【予約方法（Googleカレンダー運用）】 

✅ 基本ルール 

Google カレンダーに直接書き込みして予約します 

書き込み順が原則ですが、当事者間の調整は可能です 

予定変更・キャンセル時は 速やかにカレンダーを更新してください  

✅ 予約可能期間 

利用予定日の 2か月前から予約可能  

✅ カレンダー記載事項 

利用者団体名（略称可） 

会議名 

 

        【利用時間・予約制約】 

利用可能時間：8:00〜20:00（開館日のみ） 

1回の利用：最大 2時間 



同一団体： 

1日最大 2回（計 4時間まで） 

同一時間帯の連続日予約は不可 

予約時間から 30分経過しても利用がない場合はキャンセル扱い 

※ 連続利用・長期利用が必要な場合は、必ず事前に相談してください  

 

     【鍵の受け渡し】 

✅ 9:00〜17:00 利用の場合 

所管部署（地域協創教育課）で鍵を受け取り 

使用後すぐに返却  

✅ 8:00開始・17:00以降終了の場合 

事前連絡のうえ 

学生センターB棟 3階 310前の キーボックス を使用  

 

        【利用上の注意】 

使用後は 机・椅子の整頓、消灯、空調停止 

ゴミは必ず持ち帰る 

物品の放置は禁止 

早く終了した場合は、カレンダーを更新すること 

 

         【予約権限の付与について】 

▶ 権限が必要な場合 

Google カレンダーに書き込みができる権限がない場合は、 

団体専用 Teams チャットで、以下の付与者に連絡してください。 

 

予約権限付与者（2名程度・運用で指定） 

地域協創教育課 

▶ 連絡時の記載例 

・団体名 

・予約権限を付与したい担当者名（最大 2名） 

・大学メールアドレス 

      

【トラブル時の対応】 

ダブルブッキング等の不具合が発生した場合 

緊急利用が必要な場合 

     速やかに所管部署へ連絡してください 

 

 



・プレスリリースの手続き 

NEXT STEP工房では、学生団体の活動内容について大学として広く周知したい場合、プレスリリースによ

る情報発信を支援しています。 

プレスリリースは、内容の公共性・社会的意義・取材対応の可否 等を踏まえて判断します。 

依頼・提出はすべて Teams の団体専用チャットで行います。 

本ページでは、依頼基準・提出方法・様式をまとめています。 

 

✅【プレスリリースの対象となる基準】 

以下の条件を 原則としてすべて満たす場合、 

プレスリリースの対象となります。 

 

    ① 広く周知したい内容があること 

地域社会・企業・学外の人にも知ってもらいたい活動 

学生の主体的な取組や成果が伝わる内容 

大学として紹介する意義があるもの 

    ② 取材対応が可能であること 

記者からの取材に 団体が直接対応可能 なこと 

職員の立ち会いはありません 

団体側で説明・受け答えができること 

※ 上記条件を満たさない場合、 

プレスリリースを見送ることがあります。 

 

      【提出様式】 

以下の様式をダウンロードし、内容を記入してください。 

 

プレスリリース様式（イベント通知） 

      【依頼方法】 

    提出方法 

記入済みの様式を、団体専用 Teams チャットに添付して依頼してください。 

 

          【チャット依頼時の記載例】 

【プレスリリース依頼】 

● 団体名： 

● 活動名： 

● 公開希望時期： 

● 備考（補足があれば）： 

● 添付：プレスリリース依頼書 

        【依頼時期の目安】 



発信希望日の３週間までを目安に提出してください 

内容確認・調整が必要なため、直前の依頼には対応できません 

 

    【注意事項】 

プレスリリースは 大学名を用いた公式発信となります 

内容によっては、 

表現の修正 

掲載見送り 

となる場合があります 

記事掲載を保証するものではありません 

記者対応に関するトラブルには大学は関与しません 

 

      【やり取りについて】 

提出後、職員が内容を確認し 

Teams チャットで修正依頼または可否を連絡します 

修正依頼があった場合は、 

修正後の様式を再度チャットに添付してください 

  

    【問い合わせ】 

内容が基準に該当するか判断に迷う場合は、 

依頼前に相談することも可能です。 

 

・相談対応 

NEXT STEP工房では、学生団体の活動に関するさまざまな相談を受け付けています。 

 

まだ構想段階の企画 

申請の仕方が分からない 

予算や進め方に不安がある 

地域・企業との連携について聞きたい 

どの支援メニューを使えばいいか迷っている 

「これって相談していいのかな？」という内容でも構いません。 

状況に応じて、相談しやすい方法を選んでください。 

 

✅【相談方法は 4つあります】 

① Teams チャットで相談する 

団体専用の Teams チャットで、そのまま相談してください 

申請前相談・軽い確認・修正のやり取りに向いています 

最もスムーズな方法です 



「すぐ聞きたい」「やり取りしながら進めたい」場合はこちら 

 

② 相談フォームから送る 

内容を整理して相談したい場合におすすめ 

担当者が内容を確認し、後日連絡します 

匿名相談はできません（大学メールでの回答のため） 

「文章でまとめて相談したい」「時間を気にせず送りたい」場合はこちら 

⬇フォーム 

NEXT STEP工房｜相談フォーム – フォームに記入する 

 

③ 直接来室して相談する 

対面で話したい 

企画内容を詳しく説明したい場合 

      場所：学生センターB棟 １階地域協創教育課 

         開室時間：平日 9：00～12：00、13：00～17：00 

 

※来室前に、Teamsで一言連絡をもらえると助かります。 
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